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民族班 ・民族 グループ報告4

VitiL,evu島 高 地,Nadrau村 の 社 会 組 織

須 藤 健 一

調査 地Nadrau村 は,VitiLevu島 のSigatoka川 の上 流に あ り,Victoria山 の南 麓,海 抜1,000mに 位

置す る 山村 であ る。行政 上 は,Nadroga/Navosa県,Navosa地 区 に属す。 この村の 人び との祖 先 は,約

150年 前 に,10㎞ 下 流 にあ った 旧村か ら移 住 して きた と伝 え られ て いる。現 在,20戸 あ ま りの家 屋(vure)に,

約110人 の人 び とが 住 んで い る。オ セア ニア の島嗅 部 で,海 抜500m以 上 の山間地 域 に,人 び とが集 落 を形

成 して居住 す る例 は,ニ ュー ギニア高 地 を除 けば,Fiji諸 島以 外に はな い。海 岸部 や低 地 よ り,住 む ため

の 自然環境 に 恵 まれな い山地 民 としてのNadrauの 人 び との生 活 は,民 族学 や生 態学 の調 査 ・研 究 にお い

て大 きな関 心 が もたれ る。 なお,今 回の調査 では,Nadrau村 の 滞 在 が1日 で,村 人か らの情 報 も1人 に

限 られて い るので,本 報告 は,予 報の 域 をで る もの で はない 。

生 業

Nadrau村 の 人 び と の 主 要 栽 培 作 物 は,タ ロ イモ(dalo:Colocasiaesculenta,via'//:Cyrtosperma

chamissonis),ヤ ムイモ(uvi:Dioseoreaalata),バ ナナ(vudi:Musabalbisiana),タ ピオカ(tapioca:Manihotescu-

lenta),葉 を 食 用 に す るハ イ ビ ス カ ス(vauvauniviti:Hibiscusmanihot)で あ る 。 年 間 気 温 が 低 い こ と も あ

っ て,海 岸 地 域 や 低 地 で 栽 培 さ れ て い る サ トウ キ ビ,サ ツ マ イ モ(kumara:Ipomoea////,コ コヤ シ

(niu:Cocosnucifera),パ ン ノ キ(uto:Artocarpusaltilis)は,ほ と ん どつ く られ て い な い 。タ ピ オ カ,カ バ

(yagona:Pipermethysticum),新 し く と り入 れ た 野 菜 類 は,お も に,集 落 の 周 囲 の 傾 斜 面 を開 墾 し た 耕 地

で栽 培 され る 。 しか し,そ れ らの ほ か の 作 物 は,集 落 か ら離 れ た 森 林 地 域 で の 焼 畑 耕 作 に よ っ て い る 。 焼

畑 は,毎 年,500㎡ く ら い の 規 模 の 二 次 林 を切 り開 い て つ く ら れ る。 そ こ は,何 区 画 に も分 け ちれ,タ ロ イ

モ,ヤ ム イ モ,バ ナ ナ,タ ピ オ カ,マ メ 類 が 植 え つ け ら れ る 。1～2年 利 用 す る と,そ の あ と 少 く と も15
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年 は,休 閑地に され る。

1972年 に,Tavuaの 町 へ の道路 の開 通後,イ モ類,タ ピオ カ,カ バ が 商品作 物 としての価値 を もつ よ う

にな った。現 在,タ ロ イモは,4～5個 で5ド ル,タ ピオカは,20㎏ で10ド ル,カ バの 根 は,植 え てか ら

5年 た った 根5束 で,20ド ル の価格 で市 場へ 出せ る。 村の 男は,そ れ ら を売 るこ とで,毎 月,25ド ルの現

金 を得 てい る。

伝 統 的に は,焼 畑 に よ る農耕 は,男 性 の仕 事 とされ,パ ンダナ スのマ ッ ト(ibe)やカ ジノキ伽 嬉:Brousso-

netiapapyrifera)の 内皮 を叩 きの ば した樹皮布(脚sの をつ くるのは,女 性 の仕事 とされ て きた。 しか し,こ

こ10年 前か ら樹皮 布づ くりもな され な くな り,女 性 も農 耕 に従事 す るよ うにな り,男 女 間 での 明確 な形 で

の 分業 がお こな われ な くな った。20年 前 か ら畜 牛 の飼育 が始 め られ たが,そ れ以 前は,ブ タ とニ ワ ト リが,

主要 な家畜 であ った 。そ のほか に,山 での野 豚の狩 猟や 川 での ウナ ギ を中心 とす る漁携 もな され て いた。

社 会 組 織 一matagali,yavusa‐

Nadrau社 会 で は,土 地 を所 有 し,経 済 的,宗 教 的 に,corporategroupを 形 成 す る社 会 集 団 の 単 位 は,

matagaliと よ ば れ る,地 縁 化 した 出 自集 団 で あ る 。 こ れ は,基 本 的 に,1人 の 男 性 祖 先 を共 有 し,父 系 的

に 系 譜 関 係 を た どれ る 人 び と よ りな る親 族 集 団 で あ る。matagaliは,以 上 の 性 格 か ら,patrilineageと み

な す こ とが で き よ う 。現 在,こ の 村 に は,Narokomai,Nakorolakalaka,Nakoro,Nadrogo,Nakoturaga,

Wairevuの6つ のmatagaliが あ る(図1参 照)。 そ れ らは,移 住 し て き た 時 期 の 古 さや 系 譜 深 度 な ど に よ

っ て,ラ ン クづ け ら れ て お り,Narokomaiが,最 上 位 に あ る 。

yavusa

Nabuta

 mataciali

Narokomai   

Nakoro  lakalaka 

Nakoro 

Nadrogo 

Nakoturaga 

Wairevu

 ilaka  

boti(itokatoka)

Natadra

図1Nadrau村 の 親族 集団 の構 成

このmatagaliは,ま た,世 襲 的 な職 業や 職務 を示 す地 位 と関係 してい る。 た とえば,turaga(首 長),

matanivanua(代 弁 者),bete(司 祭),bati(戦 士),mataisau(大 工)な どであ る。 これ らの職 業 的な名 称

をつ け られ てい るmatagaliの 成員 は,必 ず しも,そ れ らの活動 をす るわけ では な い。 これは,政 治的 に従

属す るmatagaliが,村 落社会 に お いて果 しうる奉仕 に基づ いて,各 集 団間 の政 治的 なつ なが りや関 係 を あ

らわす名 称 であ る。Nadrau社 会 にお いて は,首 長 の職 務 はNarokomaiが,代 弁者 の それ は,Nadrogoが,

そ れ ぞれ うけ もって い る。

そ して,Fijiの 伝 統 的 社 会 で は,こ の よ うなmatagalaが い くつ か結 合 して,上 位 の社 会的 単位 とな る

yavusaを 形成 す る。yavusaの 語義 は,「 土地 」 の意 味 であ るが,yavusaは,祖 先 が共 通 であ る とい う想定

の もとに連合 したmatagaliの 集 団 であ る。対 外的 には,侵 略 に対す る防衛や 領 土拡大 の戦争 な どに1つ の

集 団 と して機能 す る。1村 落 が複数 のyavusaで 構成 され る村 もあ るが,Nadrau村 の場合 は,.6つ のmatagali

が結 びつ い て,Nabutaと い う1つ のyavusaを 形成 して い る。

家族 — boti (tokotoko) , vuvale —

matagaliは,bobと よ ば れ る い くつ か の 父 系 拡 大 家 族 よ り な る 。botiLま,botinilovoに 由 来 し,lovo

(「 石 蒸 し料 理 用 の 地 炉 」)のboti「 端 」 とか 「一 方 の 側 」)と い う意 味 で あ る。 つ ま り,「 炉 を 分 け た 人 び
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と」 をあ らわす 。botiGま,基 本 的 な生産 活動や 村 の労働 の単 位 であ る。村 の成 員の 成人 入社式,他 村 か ら

の 首長や 役 人 の歓 迎,重 要 な建 物 の建 築 な どの さいに,儀 礼や 祭宴 を もよおす集 団 であ る。 これは,2～

3世 代 間の 父系 血縁 者で構 成 され,祖 先 をまつ る祭 壇 のあ る小 さな儀礼 小屋 を もち,そ こで カバ(////)

の儀 礼 が なされ る。botiの 成 員は,共 同で焼 畑 を切 り開い た り,作 物 をつ くる。土地 は,matagaliの 首長

に よって,botiご とに分割 され,保 有 され る。

Nadrau社 会 でのbotiの 構 造 を,Narokomai集 団の 首長,RoKoRAruNATADRA氏(73才)の 家族 を例

に述 べ る こ とにす る。NATADRA氏 は,1人 兄 弟 で,3人 の 息子 と1つ のbotiを 形成 してい る。3人 の 息子

は,そ れ ぞれ結婚 し,父 親 の家 の側 に,家 を建 て て住 んで いる(図2参 照)。Nadrau社 会 では,祖 父 の名

前 を孫 が継承 す る習慣 が あ り,NATADRA氏 は,祖 父か らRoKoRAruを,彼 の長 男BOLANIWAGA氏 は,RAru

LEMEKIを,そ れ ぞれ うけ つ いで いる。居 住 は,夫 婦 とその 未婚 の子女 を核 と して,1軒 の家単 位 でな さ

れ る。 この最 小 の居住 単位,す な わち,世 帯 は,Fiji語 でvu-valeと よばれ る。 この よ うに,炉 を共有 し,

日常の生 産 活動や特 定の儀 礼 のさいに祭 宴 をお こな う基 本的な生 活集 団の単位 であるbotiは,NATADRA氏 の

場合,4つ の世 帯(vuvale)で 構 成 され てい る。

botiGま,土 地 資源 に対す る労働 力 の過剰 ない し,戦 争 や病気 な どに よ る人 口流出 な どの要 因で,伝 統的

に は分節 化 が進 んだ。Narokomailineageの 場 合,現 在4つ のbotiに 分 か れて い る。 もっ と も新 しい分 節

は,NATADRA氏 の祖 父の代 にな されて い る。 このmatagali内 のbotiの 分 立 は,世 代 の経過 と ともに 自律

的 にお こな われ るの では な く,前 述 した,土 地 資源 と人 口規模 の不 均衡 とい う事 態が 生 じた ときに おこ る。

土着 的 なbotiの 分 裂が,こ み い った歴 史 を経 て きたため に,現 在 では,行 政 上 の末端 単位 としてitokatoka

とい う名 称が,適 用 されて い る。このitokatokaと い う行政 上 の用 語は,そ の指示 す る集 団の単位 が,必 ず

し も土着 的 な 自律 集 団で あるbotiと 符 合 しないた めに,Fiji社 会 を把握 す る うえで複雑 な様 相 を示 してい

る。

NASAUNIVALU

 ROKO RATU

RATU LEMEKI BOLANIWAGA

 ROKO RATU NATADRA

1
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2

ROTU  SAIRUSI 

NAKEVEDRA

3

KELERA NAYALA

図2NATADRA氏 の 系譜 関係

お す び

Fijiの 村 落社 会 は,土 地 を所有 す るcorporategroupと して の父系 出 自集 団(matagali)を 中心 に構成 さ

れて い る。VitiLevu島 のNadrau社 会の 場合 は,matagaliの 構 成 原理 が,父 系 の系 譜関係 に基づ い てい

るが,東 部 のLau諸 島 では,集 団へ の帰属 が,父 系 の出 自に 限 らず選 系 的 な側 面 もみ られ る。 それは,島

とい う自然条件 の もとで,集 団 間の 人 口維持 力の不 均衡 とい う要 因に よ る もの で,matagali成 員 のなか に,

非父 系血縁 者 を くみ込 んで集 団 を形成 させ る こ とが不 可 欠だか らであ る。その ため に,matagaliは,FIRTH

の定義 が適 用 され,ramageと 概 念規 定 されて い る(SAHLINs1962:240,WALTER1978:356-359)。Fiji

社 会 の村 落社会 と りわ け親族集 団の研 究 にお いては,集 団 を成 立 させ て い る 自然環 境,た とえば,火 山島
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とサ ン ゴ礁 島,低 地 と高地 といった生 態学 的要 因 を考慮 に いれて,比 較 考察 を加 え る必要 があ る。
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